
偉大な建築物から、歴史・宗教・文化・近代産業まで学べる一冊！ 

5000 年にわたる建築の歴史を一冊に凝縮したビジュアルガイドの決定版！ 

 

『世界建築大全』 
11月 4日（金）発売／定価 7,560 円（本体 7,000 円）／日東書院本社 

 

 

 

 

 

 

 

■タイトル：世界建築大全 ■発行元： 株式会社日東書院本社 

■価格： 税込定価 7,560円（本体 7,000円） 

■判型・ページ数：上製本・函入り（233×195mm） 416 頁 オールカラー 

 

 

【監修】山田雅夫（やまだ まさお） 

都市設計家・建築家、技術士・一級建築士。山田雅夫都市設計ネットワーク代表取締役。1951年岐阜県生まれ。東

京大学工学部都市工学科卒。丹下健三・大谷幸夫に設計理論を、川上秀光に計画理論を学び、科学万博（1985 年開

催）の会場設計を担当後、独立。日本建築学会情報システム技術本委員会委員や慶應義塾大学大学院政策・メディ

ア研究科特別研究准教授、大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 核融合科学研究所客員教授を歴任。東京臨海

副都心開発、横浜みなとみらい 21の開発構想案づくりなどに参画。首都機能移転問題では国や移転候補先の県の委

員を務める。 

 

 

 

【本書概要】 

紀元前 5300 年頃の古代の村落から最新の現代建築まで、時代とともに、国

や地域ごとに進化・発展した建築について、人々の生活や社会と密接に繋が

ってきた歴史を辿りながら、モチーフ・材質・技術・建築家など、様々な観

点からその魅力を解説しています。800 点を超える美しい図版に加え、今

では見ることができない貴重な遺跡の数々を、CGI によって精巧に再現

した画像による解説は必見です。中学校や高校の歴史の授業で学ぶ、有名

な建築物をはじめ、日本建築、そして、世界遺産も多数収録。学習の参考資

料として、また、世界遺産を巡る旅のガイド本として、そしてもちろん、建

築愛好家の方々にも、中高生から大人まで、幅広く楽しんでいただける内容

です。 

本書は、クラシック初心者から愛好家の方々まで幅広い層から好評をい

ただいた『クラシック作曲家大全』（2013年刊）、世界の有名作家の生涯

と作品を貴重な資料とともに解説した『世界美術家大全』（2015 年刊）

に続く、シリーズの最新刊。今回も、豪華コロッセオ型の函入り仕様。

贈り物にも最適です！ 

 

 



★本書の特徴★ 

本書は、世界の建築の歴史を辿るだけではなく、 

一冊の中で視点を変えることで、何通りにも楽しんでいただくことができます。 

 

① 美しい写真と CGIによる、ここでしか見られない再現図版は必見！ 

⇒世界の代表的な建築物について、800点を超える図版とともに解説しております。美しい写真に加え、CGI

（Computer Generated Imagery）と呼ばれる、非常に再現性の高い、より精巧なコンピュータ・グラフィック

によって、数千年前に造られた建築物を、その全貌・装飾の細部・そして内部に至るまで、現存する遺跡を元

に、再現しました。 

 
 

 

② 中学・高校のサブテキストとして活用できる内容！ 

⇒中学校や高校の授業で習う建築物を多数掲載。 世界の政治・宗教・文化・産業と深く繋がっている建築。

建築を通して〝世界の歴史〟の知識を深める事ができます。本書に掲載されている様々な建築物を通して、教

科書の一枚の写真だけではわからなかった知識を、複合的に学ぶことができます。現在、中学校や高校で取り

入れられている〝調べ学習〟にもご活用いただける、世界史のサブテキストとしてもおすすめです！ 

 

 

 



③ 世界遺産や人気の観光スポットを多数掲載したガイド本としても使える！ 

⇒本書には、この夏に世界文化遺産に登録され注目を集めているル・コルビュジエの作品をはじめ、世界遺産

に属している建築物を 190点以上収録しています。さらに、日本や世界の人気観光地や建築物も多数収録。 

建築愛好家の方々はもちろんのこと、世界遺産好きの方、海外旅行好きの方などに向けたガイド本としてもご

活用いただけます。 

 

 

 

【コンテンツ】 

村落から都市へ：古代の近東／古代エジプト 

アメリカ大陸：中米と北米／南米 

古典世界：古代ギリシア／ローマ建築／初期キリスト協とビザンティンの建築 

インドと東南アジア：インド建築／東南アジア 

東アジア：中国／日本・韓国 

イスラム世界：初期のモスク／ベルシアとムガル朝インド 

中世ヨーロッパ：ロマネスク／ゴシック 

ルネサンス：イタリア・ルネサンス／イタリア圏外のルネサンス 

バロックとロココ：バロック／ロココ 

古典復興：新古典主義／米国の新古典主義 

産業世界：機械の時代／ゴシック・リバイバル／懐古趣味と奇抜趣味 

現代世界：モダニズム／トラディショナリズム／現代の産業 

128 129日本と韓国東アジア

 金と緑　 金閣寺の壁と欄

干に貼られたまばゆい金箔

が、 手入れの行き届いた青々

とした庭園の背景によって、

その輝きをいっそう 引き立て

られている。

 おなじみの硬貨　 鳳凰堂

は、 10 円硬貨の表側に刻ま

れているため、 日本ではよく

知られている。

 流麗な屋根のライン　 本

堂は寄
よせ

棟
むね

造りと切妻造りの屋

根を組み合わせた 3 つの檜皮

葺き屋根を頂いている。

 結
けっ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

をとる銅の仏像

金閣寺
  1 3 97年　  日本、京都　  不詳　  別荘

漆塗り に最上級の金箔を施した金閣寺がその美しい姿を池に映し出すさまは、 京都でも指折り の神秘

的な光景だ。 正式には鹿
ろく

苑
おん

寺
じ

と いう 。 も と もと は隠居した将軍の別荘と して建てられたが、 将軍が死

んだあと の 1408年に禅宗の寺と なった。 1950年には、 精神を病んだ僧侶に放火された。 宝石のよう に

美しい現在の建物は、 1955年に再建されたものだ。

室町幕府（ 1336-1573） の 3代将軍・ 足利義満は、

息子に将軍の位を譲って仏門に入った。 おそらく 、 建

てたばかり の美しい金色の別荘で、 仏道の修行に励ん

でいたのだろう 。 金閣寺はも と も と 、 2つの塔をふく

む大きな建築複合体の一部だった。 建物群は応仁の乱

（ 1467-77） で焼失し、 のちに再建さ れたも のの、 90

年後に再び破壊された。 破壊を免れたのは、 金閣寺と

小さな離れだけだった。

日本建築の歴史と 文化を遊び心たっぷり に引き継ぐ

金閣寺は、 3層構造の四角い建物で、 総重量48kgにの

ぼるごく 薄い金箔で覆われている。 それぞれの層には

仏像が収められている。 屋根はこけら葺きで、 金の鳳

凰を頂く 。

1987年には、 それまでよ り も 大幅に厚い漆塗り が

施され、 全面的に修復された。 伝統的な茶室、 夕

佳亭がある庭園は、 14世紀の面影をと どめている。

金閣寺から少し歩いた場所には、 日本でもっと も有

名な枯山水、 龍安寺の石庭がある。 こ の石庭は、 15

世紀に瞑想のためにつく られたものだ。

日本の建築様式

おもしろいことに、金閣寺では各層の意匠が大きく 異なる。

1層目の「 法水院」 と 2層目の「 潮音洞」 は寝殿造り風、 3

層目の「 究
く っ

竟
きょ う

頂
ちょ う

」 は禅宗仏殿風である。 これとは別に、

１ 層目を住宅風、 ２ 層目を仏堂風、 ３ 層目を禅宗様の意匠

とする解釈もある。 はっきりしているのは、 ３ 層目の様式

だけが明確に異なるという ことだ。 2層目と 3層目の周囲

には金箔が貼られている。

平等院
  1 0 5 3年　  日本、京都、宇治 

 不詳　  宗教施設

宇治川の西岸にたたずみ、 庭園の池に倒影を映すこ

の優美な仏教寺院は、 もと もと は藤原道長の広大な別

荘だったが、 のちに息子の頼通によって仏寺に改めら

れた。 現存するのは中央の鳳凰堂だけで、 ほかの建物

清水寺金堂
  1 6 3 3年　  日本、京都 

 不詳　  宗教施設

は1336年に内乱で焼失した。

この時代の寺院の多く は、 まだ中国的な外観をはっ

きり 残しており 、 平等院でも精巧な細部と 色づかいに

それが見てと れる。 その一方で、 この寺院は純日本建

築の発達の初期段階も示している。 1053年に完成し

た鳳凰堂は、 屋根に飾られた 2羽の鳳凰が命名の由来

だ。 優れた仏師だった定朝が手がけ、 見事な金箔が貼

られた阿弥陀如来の木像も、この寺に収められている。

8世紀に創建された清水寺は、 宗教と 都市の複合建

築の頂点をなす建築物だ。 その本堂は、 格子状に組ま

れた木材に支えられ、 京都・ 東山の鬱蒼と した山腹に

立っている。岩だらけの急な斜面に位置するこの寺は、

地面のはるか上に浮かんでいるよう に見える。 この構

造は、 現実的であると 同時に、 象徴と しても理にかな

っている。 と いう のも、 この寺は慈悲深い観音菩薩を

祀っているからだ。 日本では古来、 観音菩薩は岩がち

の風景と 結びつけられ、 11の顔や1000本の温かい手

をもつ姿でも描かれる。

外陣は簡素だが、 1633年の火災後の再建時に商人

から寄贈された絵画で飾られている。 内陣には、 黒漆

の壇にまばゆい金箔を貼った仏像が並んでいる。 本尊

は延鎮の彫った十一面千手観音像だ。 観音像は 33年

に 1度しか公開されないため、 拝観したければ、 訪れ

る時期を慎重に選ばなく てはならない。 次の御開帳は

2030年と なる。 本堂のう し ろにある地主神社は、 縁

結びのご利益があると されている。



 

☆好評発売中のシリーズ既刊 “豪華 BOX 仕様” 

『クラシック作曲家大全』＆『世界美術家大全』 

 

■タイトル：クラシック作曲家大全  

■発行元： 株式会社日東書院本社 

■価格： 税込定価 5,940円（本体 5,500円） 

■判型・ページ数：上製本・函入り（233×195mm） 352 頁 オールカラー 
http://www.tg-net.co.jp/item/4528010046.html?isAZ=true 

 

 

■タイトル：世界美術家大全  

■発行元： 株式会社日東書院本社 

■価格： 税込定価 7,020円（本体 6,500円） 

■判型・ページ数：上製本・函入り（233×195mm） 416 頁 オールカラー 
http://www.tg-net.co.jp/item/4528020017.html?isAZ=true 

 

 

http://www.tg-net.co.jp/item/4528010046.html?isAZ=true
http://www.tg-net.co.jp/item/4528020017.html?isAZ=true

